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本論文では、少量の適応データに基づく音声認識システムの適応に着目し、二つの適応手法

を提案している。第1章では音声認識研究の背景と目的、第2章では本論文で使用する音声認

識技術の概要を述べている。

第3章で述べているーつ目の適応手法は話者や背景雑音に関する清報を抽出し、これを補助

的な情報として使用する方法である。話者情報として広く使用される手法6-vectorなど)は、

頑健な推定のために 5秒程度の発話時間長が彪、要であり、コマンド入力や音声検索などキーワ

ドやキーフレーズを対象とした短時間発話の音声認識に利用することができない。そこで本

論文では、学習データをクラスタリングし、クラスタ群と入力音声の間の類似度を話者表現と

する、話者クラス情報を用いた話者適応手法を提案している。話者情報の推定に利用可能な発

話時間を 0.5秒と制限したもとで話者適応実験を行い、本提案手法が短時間発話を対象とした

音声認識に利用可能であることを示している。

第4章と第5章で述べている二つ目の適応手法は、適応データを用いて音声認識システムの

パラメータを再推定する方法である。少量データを用いてパラメータの再推定を行う場合、適

応tるパラメータ数を制限tることが一般的である。しかし、極端な制限はモデルの表現能力

を低下させ、認識性能の改善を妨げるといったトレードオフが生じてしまう。本論文では、人

間の聴覚システムおよび話者の身体的特徴に着目し、適応対象パラメータの最小化および表現

能力の最大化の両立を目的とする適応手法として聴覚特性を模擬したガンマトーンフィルタの

適応法を提案している。話者適応と雑音環境適応の評価実験を行い、利用可能な適応データが
制限された条件 ao~20発話)のもとで、提案する適応手法が他の適応手法を上回る認識陛能

の改善を得ることを示している。

審査結果の要

論文内容の要
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近年の音声認識技術の進歩は目まぐるしく、適切な条件の下での認識精度は大きく向上して

きた。一方、高い認識精度を様々な利用場面で達成するためには、認識環境(認識対象の話者、

周辺雑音等)に特化した音声認識モデルを構築する必要がある。しかし、新規に大量の学習デ

ータを収集することは困難であり、またそのようなデータが利用できる場合でも音声認識モデ

ルの学習は計算コストが高くa部寺陛がない。そこで、あらかじめ学習しておいた音声認識モデ

ルを認識環境に合わせて少量データで高速に適応する技術が注目されている。

本論文は、従来研究で行われてきた適応手法よりも少ない適応データを使って、高速に音声

認識モデルの適応を行う手法を開発した斬新な研究である。第3章では、学習データをあらか

じめ話者クラスにソフトクラスタリングしておき、各クラスタとの類似度を話者情報として音

響モデルを学習および利用する話者クラス適応手法にっいて述べ、従来研究が罫少以上の適応

データが必、要なのに対して、入力音声の先豆印.5秒だけを用いて高い認識精度を達成している

ことは評価できる。第4章では、 DNN (ディープニューラノレネットワーク)音響モデルのパラ

メータの一部だけを直接再推定tる音響モデルの適応手法にっいて述べ、話者適応に適用して

いる。音声分析・ヰ新牧抽出に人間の聴覚システムを考慮したフィルタバンクを採用し、適応時

に更新するパラメータを最小限に抑えることで、少量のデータだけで高精度な適応を達成して

いることは高く評価できる。第5章では、第4章の手法を雑音適応に適用し、提案手法が適応

の対象によらず有効であることを示していることも評価できる。また、基盤とする音声認識手

法として、第3章および4章では当時の最先端であったDNN-HMM音響モデルを用いたH北rid手
法であるのに対し、第5章ではりカレントニューラノレネットワークを用いた印d-to一印d音声認

識を採用しており、研究時点における最新の音声認識技術を追従して研究を進めた点も評価で
きる。

以上により、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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